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Abstract

　 Celoring　area 　ratio 　in　Eustoma　picotee　petats　often 　increases　in　the　winter ，　Icading　to　a　reduction 　ofcommercial 　vatue ．　It　has
been　thought　that　encountering 　a　low　temperatule　befbre　nowering　causes 　this　increase．　We 　studied 　the　effects 　efIemperature

en 　the 　picotee　pattern　of 　
LCandy

　Marin’，　which 　is　a　very 　early 　tlewering　cultivar，　using 　ard 且clal　climate 　chambers 　under 　a　l　2−h
light　condition ，　Und ¢ r　censtant 　temperature　conditions ，　the　picotee　coloring 　area 　rate　was 　the　highest　at　20°C　and 　a　negative

correlation 　was 　found　between　the　rate　and 　growth　temperature．　Changlng　daytime　and 　nighttime 　temperatures　to　l　9°C 　and

25 °Cdeoreased 　the　ratio ．　Even 　ifthe　plant　encountered 　5
°C　at 　night ，　the 　picotee　coloring 　area 　rate　was 　kept　low　by　encounter ・

ing　35°C　in　daytime，　suggesting 　that　day−time　treatmen1　at　high　temperature　could 　avoid 　increasing　the　rate　in　the　winter

season ．　The　temperature　cendition 　reducing 　the　picetee　coloring 　area 　rate　tended　to　decrease　growth　amounts 　as　well ，　We　also

found　that　increase　in　the　coloration 　area 　ratio　is　net 　direclly　related 　to　an 　increase　in　the　anthooyanin −flavonoid　concentrations ，
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緒　 　言

　 自色花弁 の 弁端 が 紫や ピ ン ク に 縁取 られ る覆輪模様 は ト

ル コ ギ キ ョ ウ の 代表的 な 花色 で あ る．覆輪形質 は 着色部 の

色彩 の 他，花弁面積 に 占め る 着色部 の 割合とそ の 形 に よ っ

て構成 され て い る．これ らは 品種特性 と し て重要 な 形質 で

あ り，画 像解析 と統計 学 的 な手 法 に よ っ て 数 量 化 す る こ と

が で きる （Yoshioka ら，2006）．覆輪花色 の 品質は，花弁先

端側 の 着色部 と基 部側 の 白色部 の コ ン ト ラ ス ト が 明瞭 で ，

同
一一

品種 で は 個体や環境 に よ る 着色部 の 面積や形 に 大 きな

違 い が な い こ と，即 ち 覆輪安定性 が 高 い こ とが 望 まれ る．

しか し， トル コ ギ キ ョ ウで は覆輪花弁の 着色面積率は 大 き

く変化す る場合があり，本研究 に 用 い た 品種
‘
キ ャ ン デ ィ

マ リ ゾ で は，花弁縁辺 部 や 中央 部，お よび 花底 部 に 着色

部が拡人し，著しい 場合は花弁全体が着色す る （第 1図）．

こ の よ うな着色部の 変形 を伴 っ た 拡大は 「色流れ」 と呼ば

れ て お り，切 り花 品 質 に 大 き く影 響 す る．

　覆輪着色面積率 は季節変動 し 12月か ら3月 の 冬季 に 採花

す る作型 で 高 くなる こ とが 知 られ て い る （渡辺，2006），覆
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輪着色面積率とそ の 標準偏差 で 表され る覆輪安定性 に は 品

種間差が認め られ る こ とか ら 〔福田 ら，2005），冬季に 高品

質な覆輪花色 の 切 り花 を 生産す る た め に は ，覆輪安定性 の

高い 品種を 用 い る こ と が 重 要 で あ る．しか し、冬季 に 収穫

す る作型 に お い て は 早生性 や 低温伸長性 等の 形質を優先 し

て 品種を選定す るた め ，覆輪安定性 の 低 い 品種を栽培せ ざ

る を 得 な い 場合 も多い ．そ こ で
，

「
色流 れ 」を 同 避 して 高品

質な覆輪花色 の 切 り花を生産す る ため に，栽培環境 の 各要

因が覆輪安定性 に 及 ぼす影響を 明 らか に す る必要が あ る．

　 ト ル コ ギ キ ョ ウ の 紫や ピ ン ク 色 の 花弁の 主 要色素ば ア ン

ト シ ア ＝ 一ン で あ る こ とが 知 ら れ て い る （Asen ら，1986；

Markham ・Ofman ，　1993）．ア ン ト シ ア ニ ン の 生合成 は環境条

件の 影響を受けやす く高温 や 低照度条件 で 生合成量 が 低下

す る
．一

方，低温 で 増加す る こ とが 多 くの 植物 で 報告 さ れて

い る （Christineら，1994；Leyva ら，1995；Maekawa ・Nakamura，
1977；　Shvartsaら，1997）．覆輪花色 に つ い て は ス プ レ

ー
ギ

ク に お い て，夏開花 の 作期や 30 °C の 高温条件 で ア ン ト シ ア

ニ ン 量 が 低下 す る と と もに 着色部位 が縮小す る こ とが報告

され て い る （野崎ら，2006），そ こ で 本報告で は 人 工 気象器

を用 い ，光 量 と 日長，⊥ 壌水 分 お よび 施 肥 量 を 同一条 件 と

して ， 温度条件が ト ル コ ギ キ ョ ウ の 覆輪着色面積率と着色

部 の ア ン ト シ ア ニ ン の 濃度 に 及ぼす影響を調査した．
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第 1 図 F1晶 種
‘
キ ャ ン デ ィ マ リ ゾ の 覆輪形 質 の 変化

　　 着色 面積率　a ； 19％，b ；38％，　 c ；58％，　 d ；75％，e ；100％

　　　　　　　　 材料お よび方法

1．植物材料

　供試材料と して 覆輪安定性 が低 く，環境の 影響を受け や

す い 極早生 の FI品種
‘
キ ャ ン デ ィ マ リ ゾ 　（（株） ミ ヨ シ ）

を用 い （福 田 ら，2005），培養 十 （HYPONeX 　Metro−Mix350）

を つ め た 288 穴 の セ ル ト レ
ー

に 実験 1 で は 2005 年 1月 6

H，実験 2 で は 2004 年 8 月 6 日，実験 3 で は 2006 年 12月

1 口に 播種 した，発芽を揃え る 目的 で 10σC 暗黒条件 に お い

て 2 週間種子冷蔵処理 を 行 っ た 後，昼 温 25°C 夜温 18°C 光

量子束密度 50 μmol ・m
’2 ・s

−1
，12 時間 日長で 約 6週間育苗

し，粒状育苗培養土 と バ ーミ キ ュラ イ トを容景 比 3対 1の

割 合 で 混 合 し充填 した 直 径 10．5cm の ビ ニ ル ポ ッ ト に 定植

した．常時 ビ ニ ル ポ ッ ト の 底面 か ら給水 さ せ，個体あた り

元肥 N ：P20 ：K ，
O − 122 ：577 ：192　rng とし，　 N ：P20 ：K20 ＝

15 ：8 ：17mg 相当 の 液肥 を 週 1 同 施 学し た ．

2，温度処理

1）一
定温度 が 覆輪着色面積率 に及 ぼす影響と花弁色素含

　 量と の 関係

　 人 工 気象器 （日本 医化器械製作所 LPH −350SP ） に 搬 人 し

て 昼温 25°C 夜温 18°C 光合成光量予束密度 200 μmo1 ・m
−2・

sLl2 時間 日 長 で 約 4 週間栽培 した 後に 温度処 理 を開始

した．温度処 理 は 昼夜 と も一定温 度 と して 20，25．35°C

区を 設け，光条件ば い ずれ も 6：00〜 18；00を 明 期 とす る 12

時間 冂長，光量 f束密度 2 0 μmo1
・m

−2 ・s
−1

と した．　 l　lx：

20個体 と して 各個体 の 主草頂花 の 5枚 の 花弁 の うち の 1枚

を用 い，各区 20 枚 の 花弁 に つ い て 花弁面積，覆輪着色面

積，形質を調査 した，さ らに ，生育中庸な 10 個体に つ い

て 3 輪以上 開花時に 切 り花長，切 り花重，主 茎節数，総節

数 花蕾数等 の 切 り花形質を調査 した．各温度処理区 の 開

花花弁 の フ ラ ボ ノ イ ド とア ン ト シ ア ニ ン の 濃度を分析 し

た ．

2）昼温 と夜温が 覆輪着色面積率に及ぼす影響

　実験 1 と同様に 鉢 E後4 週間栽培した 後，囗 ’F均気温を

22°C と し て 昼 温 （12時間）／夜温 （12時間） を 2S ／ 19°C

とす る変温区，19／25°C とす る逆変温区，お よ び昼夜22 °C

の
・
定区を設けて 栽培 した，1区 20個体供試 し，実験 1 と

0543
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　　　　　　　 時刻

第 2 図 20DC を 基 点 とす る 異 な る 日較 差 条 件 の 気 温 実 測 値

　　　（実験 3）

同様 に 花弁形質 と切 り花形質を調査 した．

3）20 °C を基点 とした 日較差 の 違い が覆輪着色面積率 に及

　 ぼす影響

　定植後人 工 気 象器 に 搬 入 し て 20℃
一

定，光 量了朿密度

200 μmol 。m2 ・s
−1
，12時間 日 長 で 約 4 週間栽培 した 後 に

日 平均気温 を 20°C と し て 、11：00 〜 14；00 の 間 日最高気温

28°C，23：00 〜 1：00 の 間 日最低気温 12°C と変温す る H 較 差

16区 （H最高 ・最低気温 28 ・12°C ），同じく口最高 ・最低

35 ・5°C と変温す る 日較差 30 区，お よ び 20℃ 一
定 の 日較

差 0 区 を 設 け た （第 2 図 ）．各区 20 個体供試 し，実 験 1 と

同様に 花弁形質と切 り花形質 を調査 した．

3，花弁形質の 調査方法

1）覆輪着色面積率

　各個体 の 頂花 の 花弁 1 枚 を 供試 し，花弁 の 表面 の 像をス

キ ャ ナ ー （EPSON 　GT9400UF ，出力設定 ： イ メ
ージ タ イ プ

24　bitカ ラ
ー，解像度240　dpi）を 川 い て BMP 形式で パ ソ コ

ン に 取 り込 ん だ．画像解析 ソ フ ト lmage　J （http：〃rsb ．info．

nih ．gov！ij1） を 用 い て 画像 の RGB 値を もとに 花弁面積 お よ

び着色面積を算出 し，花弁に お ける 着色部 の 割合 を 求め た ．

統計解析 に つ い て は 各個体 の 覆輪着色面積率を ア ーク サ イ

ン 変換後対数変換 した値を 用 い て栽培条件の 差異を検定す

るた め に 分散分析を 行 うと と もに ，Tukey・Kramer の 多重 比

較検定 を行 っ た．こ れ らの 解析 に は統計解析 ソ フ トJMP4 ．OJ

（SAS　lnstitUte　lnc．，2000）を用 い た，
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2）花弁色素の 分析

　20，25，35°C 一
定温度条件 で 栽培 した 花弁 の

， 着色部 と

白色部 を 切 り分け て 色素分析 を 行 った，なお 20°C 区で は

着色面積が 顕著に 拡大 した た め，他の 温度区 の 着色 部に 相

当 す る花弁 先 端側着 色 部 と，白色 部 に 相当す る 花弁基 部側

に 切 り分 け て 分析を行 っ た．生花弁 0．1g 当た り lmL の 50

％ 酢酸水を添加 し，ガ ラ ス 俸で 花弁を磨砕して
一

晩静置 し，

上 清を 回 収 した．残 渣 に 1 回 目の 2 分 の 1量 の 抽 出 溶 媒 を

添加 し て 上清を 回収す る操作 を 2 回行い ，脱脂綿で 濾過 し

た 抽出液 10μL を分析に 用 い た．分析条件は ODS カ ラ ム

〔tnaertsil　ODS −25pm 　2．1　 x　250mm 　9CI41010　GL 　Sciences

Inc．）を装着した 高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ （Hewlett　Packard

SeriesllOO） を 用い て，溶媒 は 1．5％ リ ン 酸とア セ ト ニ 1・リ

ル 50％，酢酸 40％ リ ン 酸 L5 ％ リ ン 酸 の 比が 90 ：10 か ら 40

分 後 に 50 ：50 に な る よ う グ ラ ジ ェン トを か け て 1分 当 た り

0、8mL の 流速 で溶 出 した，360　nm に お け る 吸光 で フ ラ ボ ノ

イ ド，530nm の 吸光 で ア ン ト シ ア ニ ン を検出 し，それ ぞれ

ル チ ン お よ び シ ア ニ ジ ン ル チ ノ サ イ ド 当量 と し て 定量 し

た．1輪 を 1 反復 と し，3 反復の 平均値を用い た ．

　　　　　　　　　　 結　　果

1．一
定温度 が 覆輪着色面積率に 及ぼす影響 と花弁色素量

　 との 関係

　花 弁着色面積 は 20°C 区の 10．5　cm2 に 比 べ る と，25 °C 区

は 1．8　cm2 と著 し く減少 し た ．35 °C 区 に お け る 花弁着色面

積 は 25°C 区 とほ ぼ 同 じで あ っ た （第 1 表），花弁面積 は

20°C 区 と 25°C 区が 同程度で あ り，35°C 区 で は 減少 し た．

そ の 結果着 色 面 積率 は 20°C 区 で 90．3％ と最大 で あ っ た の

に 対 して，25°C 区 で は 15．1％ と著し く減少 し 35QC 区で は

23．1％ に な っ た．

　着色 面積率が最も低 い 25℃ 区 と最 も高い 20°C 区 の 花弁

先端側着色部の ア ン トシ ア ニ ン と フ ラ ボ ノ イ ドの 濃度 を 比

較した と こ ろ，両化合物 と もに 有意 な差 は 認め られ な か っ

た （第 3 図）．35°C 区 に お け る 着色部 の フ ラ ボ ノ イ ド と ア

ン ト シ ア ・ ・ ン 濃度は 25°C 区 よ り有意 に 少 な か っ た，　 ・
方，

25°c 区 と 35°c 区の 花弁基部側 Fi色部 に お け る ア ン トシ ア

ニ ン とフ ラ ボ ノ イ ドの 濃度 は 先端側着色部 よ りも顕著に 少

なか っ た ．20°CI メ：に お い て 他 の 温度区で は 白色 と なる花弁

某部側 に 着色 が 認 め られ た が．フ ラ ボ ノ イ ドとア ン ト シ ァ

ニ ン の 濃度 は それぞれ，本来の 着色部で ある 先端側着色 部

第 1 表　
一定 温 度 が花 弁 形質 と切 り花形 質 に 及 ぼす 影 響

度

O
温

←

花 弁形 質 切 り化形質

着色 面積

　（cm2 ）

 

55

223 lO．5a ＞

1．8b1
．6b

花弁面 積　着色 面積率

〔cm2 ）　 　 （％ ）

　 lL7a 　　　　　 90．3a
　 l2．  a 　　　　　15．lc
　 7．2b 　 　 　 23．1b

分散分析 ＊ ＊ ＊ x

切 り花長

　（cm ）

切 り花 重
　　　　　 卞茎節数　　分枝数
　 （9）

花蕾数
栽培 日数

z

35．5b42
，6a45
，6a

＊ ＊ ＊

89．8a7
  ．8b39
．9c

11．511
．lll
．2

6．9a5
．Ob3
．4c

25．9a20
．1ab18
．9b

14710876

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ NS ＊ ＊ ＊ ＊

Z

定植 か ら切 り花調査 まで の 日数 を示 す

ンTukey の HSD 検定に よ り異 な る英文字間に ば 有意差 （P ＜ 0．05〕 が あ る こ とを示 す
x

＊ ，＊ ＊＊ は それ ぞれ 5％，0，1％ 水 準で 有意，NS は 有意差 が ない こ とを示 す
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第3 図　覆輪 花弁 の 部位別色 素含量 に 及 ぼ す 温度 の影響

　　　垂 直線は 標準誤差 を 示 す

　　　20°C に つ い て は着 色面 積率 90％以 上 の 花 弁 の 先端 側 と基部側に 切 り分 けて 供 試
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第 2 表 昼夜温 の 逆転が花弁形質 と切 り花形質に 及 ぼす影響

　　　　　　　　　　　 花弁形質
昼 温／夜 温

　 （
・C ）　　 着色面積　 花弁面積　着色面積率　　切 り花長

　　　　　　 （cm2 ）　 　 〔cm2 ）　 　 （％）　 　 （cm ）

切 り花形質

切 り花 重
　　　　　 主 茎節数　　 分 枝数
　（9）

花 蕾数
栽培 日数

z

25！1922122191258．2　ay6
．Sab3
．｝b

13．la13
．2a112b

66．4a53
．4　ab26

，0b

37．4ab39
．7a35
．5b

106a96ab89b 12．212
．612
．3

6．15
．05A

15．616
．317
．8

ll3112110

分散分析 ＊
x

＊ ＊ ＊＊ ＊ NS NS NS

Z

定植 か ら切 り花調査 まで の 囗数 を示 す

ン Tukey の HSD 検 定 に よ り異 な る英 文字間 に は 有意 差 （P く o．05） が あ る こ とを示 す
x ＊

，
＊ ＊

は それ ぞ れ 5％ ，1％ 水 準 で 有意，NS は 有意差 が ない こ とを 示 す

第 3表 20°C を 基点 とす る 日較 差 の 違 い が 花 弁 形質 と切 り花 形 質 に 及 ぼす影 響

　　　口較差

（最 高 ・最低 気 温 C゚ ）

花弁形質 切 り花 形 質

  （20 ・2  ）
16　（28 ●

　12）
30 （35 ・5）

着 色 面 積 　 花 弁 面 積 着 色面 積 率

（cm2 ）　 　 （cm2 ）　 　 （％）

　 12，2aY　　　　12．4a 　　　　98．la
　 9，0b 　 　 　12．5　 a 　 　 　71．5　b
　 2，lc　　　　 1 ．4b 　　　　20」 e

切 り花長

　（cm ）

切

磨 騰 融 花 蕾数
栽騰

z

54．751
．652
．2

175al43
　b110c

17．2al5
．5　bl2
．7　c

6．47
．37
．8NS

37．334
．931
．6

醤s

161143123

分 散 分 析 ＊＊＊x ＊＊＊ ＊ ＊ ＊ NS ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

t

定植 か ら 切り花調 査 ま で の 日数 をPtす
YTukey

の HSD 検定に よ り異な る 英 文字間に は 有意差 （P ＜ 0．05）が あ る こ とを示す
x

＊ ＊ ＊ は 0．1％ 水準 で 有意，NS は 有意差 が ない こ とを示 す

の 約 80％ で あ っ た．

　切 り花形質 の うち 主茎節数以外 の 形質 に つ い て は 栽培温

度処理 の 効果 が 有意 に 認め られた （第 1 表）．切 り花長 は 温

度が 上 昇す る ほ ど増 加 す る 傾向で あ る が，切 り花重，分枝

数 花蕾数 で表され る生育量 ば 20QC 区が最も 大き く温度

の 上昇 と と もに 減少 した．

2．昼温 と夜温が覆輪着色面積率に及ぼす影響

　夜温 25°C 区の 着色面積 と花弁面積は，昼温 25°C 区 よ り

も小さか っ た 〔第 2表）．昼温 25°C 区の 花弁着色面積率 は

66．4％ で あ る の に 対 し て 夜温 25DC 区 は 26．0％ と有意に 低下

した．22℃ 一
定区 の 着色面積 と着色面積率 は 両処理区 の ほ

ぼ中間の 値を示 した．切 り花重 は 昼温 25℃ 区が 夜温 25 °C

区 よ りも大 きい が 22°C 一
定区 と差 は 認め られ ず，頂花節，

分枝数，花蕾数 は 処理間 に 有意 な差 は 認め られなか っ た，

3．20°C を基点と した 日較差 の達い が覆輪着色面積率 に

　 及 ぼす 影響

　日平均気温を 20°C と して 日較差 を 3 段階に 変化 さ せ た

場 合，花弁の 着色面積は H較差 0 区 （20°C ・一
定）が最も大

ぎ く花弁 の ほ ぼ全 面 が 着色 し，日較差 16 区 （日最高 ・最低

気温 28 ・12°C），日較差 30 区 （35 ・5 °C）の 順 に 日較差 が

大きい ほ ど減少 した （第 3表）．花弁面積は 目較差 0 区 と

16 区 が 同 様で あ る の に 対 して 日較差 30 区は これ ら よ り も

減少 した．H 較差 30 区の 花弁面積の 減少 の 程度 は 着色面積

よ りも小さか っ た．その 結果 　日較差 0 区 の 着色面積率 は

98．1％ だ っ た の に 対 し て，16区は 71．5％，3  区 で は 20．1％

と，口較差 の 上 昇 と と も に 顕著に 低下 した （第3 表）．

　切 り花長は 処理間 に 有意な差 は認め られ な か っ た が，切

り花重 と頂花節 は 日較差 が 大 きい ほ ど減少 し，0 区 の 切 り

花重 175g に 対 し て 30 区は 110g，主茎節数 は 17節 に 対 し

て 13節 と 30 区 で は 明 らか に 花成 が 促進された （第 3表）．

分枝数と花蕾数は 処 理 間に 有意差 が 認 め られ な か っ た ．

考　 察

　圃場 栽培試験に お い て，温度は光や 土壌水 分 な ど と連動

して 変化す る こ とか ら，温度 の 影響を詳細に 解析す る こ と

は 困 難 で あ る．本研究 で は，人 工 気象器 を 用 い て 他の 環境

要 因 を
・
定 とす る こ と で，温度が覆輪着色面積率に 及 ぼす

影響を明らか に した．

　著者らは こ れ まで に ， ト ル コ ギ キ ョ ウ の 覆輪形質 は 季咲

きの 作型 よ りも 20 °C 一
定条件 で の 栽培 で 不 安定化 し， そ

の 程度 に は 品種 に よ っ て 大 ぎな違 い が 見 られ る こ とを明 ら

か に し て い る （福 山 ら，2005）．本 研究 に お い て も 20°C 　
一

定条件で着色面積率は 90 〜 100％ と最大値と な り，同様の

結果が得ら れ た．さ ら に，  20 〜25°C の 範囲 に お け る生

育温 度 と着色 面 積率 の 間 に 明 瞭 な 負の 相 関 が 認 め られ，

25°C ．一
定条件 で 覆輪着色面積率は 最小値 とな る こ と，  日

平均気温を 同
一

に した 場合，昼温 が 19°C 夜温 25°C と通常

と逆転 す る 方が 着色 面 積率 の 増加 が抑 制 され ，さ ら に   日

最高気温が 35 °C と高け れ ぽ 日最低気温 が 5°C と低温 で も

着色而積率は 20％ と低い 値 とな る こ とを新 た に 見出 した，

こ れ らを 統
一

的に 説明す る の は 困難 で あ る が，切 り花 の ボ

リ ューz・確保 の 観点 か ら生育適温 とさ れ る 夜温 15〜18°C，
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昼温 25 〜 28°C （塚 田，2003）付近 で 変温す る 条件 で 着色

面積率が高 く，夜温 が 昼温 よ り も高い 条件 や，日最低気温

が 5°C 日最高気 温 35 °C と極 端 に 変温 す る等，む し ろ ス ト

レ ス 負荷条件 と考 え られ る温度 で 着色面積率が 低 くな る こ

とが 興味深 い ．覆輪着色面積率 ば 採花前 の 15°C お よ び 20 °C

未満 の 気温 と の 積算遭遇時間 と の 間に 高 い 正 の 相関が あ る

こ とが 報告 さ れ 〔渡辺，2006），低 温が 覆輪 品 質 の 低 下 を招

く と考 え られ て きた．しか し，原油価格高騰 の 影響 の た め

生産現場 で は 暖房設定温度 は ドげざ る を得な い 状況 で ，覆

輪品質 や 生産 性 の 低 ドが 懸念 さ れ る．夜温 15°C の 条件 で

口中 4時間以 上 30°C に 遭遇 さ せ る こ と で覆輪着色面積の

拡人が抑制さ れ る こ と が報告され て い る が （渡辺 ・金丁，

2003），本 研 究 に お い て は さ らに H最 低 気温 が 5°C と低 く

て も 目最高気温 が 35℃ と高けれ ば覆輪形質が安定化す る

うえ，開花 が 促進 さ れて 栽培期間が短縮す る と の 結果が得

られ た．こ の こ と か ら，現状 よ り も昼温を高 くす る こ とを

前提 に すれば夜温を
．．
ドげ て も覆輪着色面積率 の 増加を回 避

し，生産性 を 維持 で きる可能性 が 示 され た．

　多 くの 植物に お い て ア ン ト シ ア ニ ン の 濃度 と生育温度と

の 間 に は 負 の 相関 が 認 め られ，ペ チ ュニ ア （Shvartsaら，

1997）や ス プ レ ーギ ク （野崎ら，2006）等に お い て 高温条件

で 花弁面積 が縮小 し，ア ン ト シ ア ニ ン 色素量 が 低下す る こ と

が 知 ら れて い る．本実験 の 結果，35℃ 一
定区 の 花弁面積 は

25°C や 20°C 区と比較 して 小さ く，着色部の フ ラ ボ ノ イ ドと

ア ン ト シ ア ニ ン の 濃度も低下 した こ とか ら，トル コ ギ キ ョ ウ

の 花弁面積 と色素濃度 も他 の 植物 と同様 の 高温の 影響を受

ける こ とが示された （第 3 図）．しか し，35°C 区の 着色面積

率は 25℃ 区 よ りもむ し ろ 高 く，着色面積率 が大幅に 増加 し

た 20°C 「×：の ア ン ト シ ア ニ ン と フ ラ ボ ノ イ ド濃度 は 最 も着色

面積率が 低 い 25℃ 区 と同程度で ，覆輪着色部 の 色素濃度 と

着色面積率との 間に は相関が 認め られ な か っ た．

　覆輪着色 部 に は ア ン ト シ ア ＝ ン と フ ラ ボ ノ イ ド が 存在

す る の に 刈 して，白色部は ア ン ト シ ア ニ ン が検出 され な い

だ けで な く，フ ラ ボ ノ イ ド の 濃度 も着色部 の 10％ 以 ドと

少量 で あ っ た ．我 々 は ト ル コ ギ キ ョ ウ の 覆輪花弁 の 基部側

自色部 に お い て は ア γ ト シ ア ニ ン と フ ラ ボ ノ イ ド の 共通

の 生合成段階 が 抑制 され て い る こ とを明 らか に し て い る

〔福 田 ら，2003）．温度 に よ る 着色面積 の 変異は こ の 抑制機

構が 作 川 す る 範囲 の 変 動，また は 機構 の 解除 に よ っ て 生 じ

る と考え られ た，

摘　 　要

　 トル コ ギ キ ョ ウの 覆輪花弁の 着色面積率は冬季の 栽培に

お い て しば し ば増加 し，商品価値を低下 さ せ る，開花前の

低 温 へ の 遭遇 が 着 色 面積率 の 増加 の 原 因 と考 え られ て い

る．我 tSは 人 工 気象器 を 用 い た 12時間 日長条件
．．
ドで，極早

生品種
‘
キ ャ ン デ ィ マ リ ゾ の 覆輪模様 に 与える 温度 の 影

響を調査 した．一
定温度条件下 で は 着色面積率 は 20℃ で

最大値を示 し，生育温度 と着色面積率 の 間に 負の 相関 が 見

出され た．昼温 よ りも夜温が 高 い 条件 で 着色面積率が 低下

した 他，35DC の 昼温を与えれ ば 夜間 に 5°C に 遭遇 して も着

色 面積率 は 小 さ か っ た ．こ れ らか ら，冬季 に お け る 着色面

積率の 増 加 は 昼 温 を 高 め る こ とで 回避 で きる 可能性 が 示 さ

れ た．処理 開始 か ら開花まで の 温度条件が
一

定 である本実

験条件 に お い て は，着色面積率を 減少 さ せ る温 度条件 は，

生 育量 も低下 させ る 傾向も認め られ た ．我 々 は さ らに ，覆

輸着色面積率 と花弁着色部 の ア ン ト シ ア ニ ン
ー

フ ラ ボ ノ イ

ド色素 の 濃度との 間 に は 直接的 な 関係 が 無い こ とを 明 ら か

に した．
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